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Eu0.8Sr0.2NiO3の放射光 X線回折による精密構造解析 

Structural analysis of Eu0.8Sr0.2NiO3 by using synchrotron X-ray diffraction 
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1   はじめに 

ニッケル酸化物は、その結晶構造・電子構造が銅

酸化物高温超伝導体と似ていることから新超伝導体

の候補物質として探索されている物質群である。

2019年には Nd0.8Sr0.2NiO2薄膜で超伝導が観測された

ことが報告されている[1]。この報告を機に、

Pr0.8Sr0.2NiO2[2]、La0.8Sr0.2NiO2[3]など様々な組成の

ニッケル酸化物において超伝導が観測された。しか

し、これらの超伝導はすべて薄膜で観測されており、

バルク体では超伝導化に至っていない現状である。 

R0.8A0.2NiO2 (R=La, Pr, Nd, Sm, Eu : A=Ca, Sr)は前駆

体である R0.8A0.2NiO3 を還元し、頂点酸素を脱離す 

ることで得られる。この際に、頂点酸素が残存する

ことは超伝導化を妨げる要因であると考えている。

現に薄膜では、基板によって生じる応力によって頂

点酸素が脱離しやすいことが指摘されている[4]。 

そこで、頂点酸素を効率的に脱離することを目的

に(R0.8A0.2)サイトの平均イオン半径を変化させ構造

変化を調べた。(R0.8A0.2)サイトの平均イオン半径の

違いにより、NiO6 八面体の歪みや回転が引き起こさ

れ、面内酸素と頂点酸素にポテンシャル差が生じる

ことを期待している。本研究では、放射光を用いた

構造解析により、Eu0.8Sr0.2NiO3 の面内酸素と頂点酸

素のサイトポテンシャルを評価した。 

 

2実験 

KEK-PF の BL-4B2 に設置されている検出器多連 

装型軌道放射光粉末回折計を用い回折データを得 た。
実験は室温、波長 𝜆 = 1.196524 Å の条件下で行 った。 

得られた回折データについて、プログラム
RIETAN-FP[5]を用いてリートベルト解析を行い、
VESTA[6]付属のプログラムMADELよりサイトポテ
ンシャルを算出した。 

 

3   結果および考察 

図 1に粉末回折パターンとリートベルト解析の結

果を示す。この時、空間群は Pbnm(No.62)であり、

最終的に Rwp=10.276%でフィットしたデータが得ら

れた。 

また、精密化した原子座標を用いて VESTAでサ

イトポテンシャルを算出した。頂点酸素と面内酸素

のサイトポテンシャルはそれぞれ、1.614 eVと

1.640 eVであった。よって、頂点酸素が面内酸素よ

りも約 0.03 eV高いサイトポテンシャルを有してい

ることがわかった。このサイトポテンシャルの差が

有意であるかを判断するには様々な(R0.8A0.2)サイト

のサイズの異なる物質の構造を調べる必要がある。 

 

 

 

図 1. Eu0.8Sr0.2NiO3のリートベルト解析結果 

赤のプロットは実測データ、黒の実線はフィッティ

ング、青は残差を示す。 
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